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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 グレーヴス病や橋本病といった自己免疫性甲状腺疾

患患者血中に存在する抗TSH受容体抗体（TRAb：

TSH receptor antibody）を検出する系として，種々

の方法が報告されている．しかしながら，検出方法の

異なる抗体活性相互の関係については，いまだ不明の

点が多い．そこでこの点を明らかにするため，以下の

検討を行った．

 方法

 TRAb活性は次の方法にて測定した． TBII
（thyrotropin binding inhibitory immunoglobulin：

Ig）活性は可溶化ブタ甲状腺細胞膜への〔1251〕TSH結

合阻害活性より求めた．TSI（thyroid stimulating Ig）

活性およびTGI（thyroid growth－stimulating lg）活

性は，TSHに依存して増殖するFRTL細胞を用いて，

それぞれcAMP産生，サイミジン取込み促進作用を指

標として求めた．橋本病の場合，TSH刺激による

FRTL細胞のcAMP産生あるいはサイミジン取込み

作用が患者血中のIgGにより阻害を受ける．その活性

を，それぞれTSBI（thyroid stimulation blocking lg）

活性，TGII（thyroid growth inhibitory Ig）活性と

して測定した．まず，グレーヴス病患者のTRAb活性

について，上述した3つの活性相互の相関を検討した．

次にグレーヴス病あるいは橋本病患老血清から採取し

たIgGを，ゲル平板法による等電点電気泳動を用いて

30に分画し，各々分画についてこれらのTRAb活性に

ついて検討した．

 結果および考案

 25名のグレーヴス病患者においてTBII活性， TSI

活性，TGI活性相互に相関は認められなかった．等電

点電気泳動にての検討では，各種TRAb活性は幅広い

pIに分布した．グレーヴス病患者のIgGにおいて，

TBII活性とTSI活性は相似した分布を示した．しか

しながら，TGI活性は他の活性を持つIgGとはかなり

異なった分布を示した．これらの事から，グレーヴス

病患者血中のTRAbは異なったエピトープを持つポ

リクロナールな抗体により構成されると考えられた．

橋本病において，TBII活性， TSBI活性，およびTGII

活性はほぼ同様の分布を示した．この事から，橋本病

におけるTRAbは， TSHの受容体への結合を阻害す

る事により抑欄作用を示すと考えられた．

 結語

 自己免疫性甲状腺疾患患者血中に存在するTRAb

は多様な抗体より構成され，これらが複雑に作用しあ

う事により，疾患の病像を修飾していると考えられた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，バセドウ病や橋本病などの自己免疫性甲状腺疾患患者血中に存在するTSH受容体抗体の多様性

を示し，これらが複雑に作用しあうことにより，上記疾患の病像が修飾されていることを示したもので，医学

上価値あるものと認める．
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